
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
二
九
）

条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度

│
来
し
方
行
く
末
の
残
さ
れ
た
課
題

│

賀　
　

来　
　

健　
　

輔

1
．
は
じ
め
に

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
直
接
請
求
制
度
の
中
で
も
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
い
う
観
点
か
ら
特
に
興
味
深
い
の
は
、
第
七
四

条
の
「
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
」（
以
下
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
）
で
あ
る
。
近
年
全
国
の
自
治
体
で
見
ら
れ
る
住
民
投
票
条

例
の
制
定
な
ど
で
、
住
民
が
積
極
的
に
こ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
に
は
他
に
も
政
策
立
案
を
指
向
す
る
も
の
と
し
て
請
願
の
制
度
も
あ
る
が
、
そ
の
住
民
参
政
制
度
と
し
て
の
首
長
や
議
会

に
与
え
る
影
響
力
（
＝
民
意
の
「
重
み
」：
一
定
数
以
上
の
署
名
要
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
）
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
条
例
制
定
・

論　

説

一
四
七



政
経
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究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
三
〇
）

改
廃
請
求
に
は
遥
か
に
及
ば
な
い
（
1
）

。

筆
者
は
近
年
こ
の
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
（
換
言
す
れ
ば
、
住
民
参
加
の
政
策
形
成
）
の
手
法
と
し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
に
強

い
関
心
を
有
し
、
そ
の
現
状
分
析
、
課
題
と
可
能
性
に
つ
い
て
直
近
三
篇
ほ
ど
立
て
続
け
に
論
稿
を
発
表
し
て
き
た
（
2
）

。
本
稿
は
関
連
す
る

課
題
を
今
後
の
検
討
の
た
め
に
書
き
留
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
既
稿
の
補
遺
的
側
面
を
担
っ
て
い
る
。

2
．
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
の
変
遷
│
「
来
し
方
」
に
残
さ
れ
た
課
題

2
．1　

第
一
次
地
方
制
度
改
革
に
お
け
る
制
度
導
入

こ
こ
で
は
主
に
総
務
省
の
資
料
に
拠
り
な
が
ら
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
制
度
の
変
遷
を
概
略
的
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
（
3
）

。
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
制
度
の
変
更
点
は
表
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

幾
つ
か
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
補
っ
て
お
く
と
、
制
度
の
原
型
は
、
戦
後
直
後
の
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
、
第
一
次
地
方
制
度
改

革
（
東
京
都
制
、
府
県
制
、
市
制
、
町
村
制
の
改
正
）
の
政
府
原
案
で
示
さ
れ
た
。
政
府
は
導
入
の
理
由
と
し
て
、
①
住
民
の
自
治
に
対
す
る

関
心
を
強
め
、
自
治
の
進
展
を
も
た
ら
す
、
②
直
接
参
政
は
暴
力
に
よ
る
行
動
を
抑
止
し
、
自
治
の
健
全
な
発
達
を
促
す
、
③
住
民
の
意

思
の
反
映
に
よ
り
、
議
員
や
長
に
責
任
を
自
覚
さ
せ
、
一
部
の
利
益
で
な
く
一
般
公
共
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
行
政
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る
（
4
）

。
こ
の
う
ち
①
と
③
の
理
由
づ
け
は
至
極
妥
当
な
も
の
と
言
え
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
。

筆
者
が
こ
の
制
度
に
最
も
関
心
を
寄
せ
る
点
で
あ
る
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
い
う
点
も
こ
の
二
つ
の
理
由
か
ら
導
き
出
せ
る
。
一
方
②

の
理
由
は
時
代
的
背
景
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
で
は
全
く
不
必
要
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
示
さ
れ
た
政
府
原
案
は
、
そ
の
後
都
の
必
要
署
名
数
二
万
人
以
上
が
有
権
者
の
一
／
五
〇
以
上
に
、
道
府
県
の
上
限
規
定
（
道
府

一
四
八



条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
三
一
）

表 1　条例制定・改廃請求の主な制度的変遷

年号 主な制度内容の変更事項

1946（昭和21）年

第一次地方制度改革（東京都制、府県制、市制、町村制の
改正）の政府原案の提出（必要署名数：都 2万人以上、道
府県及び各市町村 1 /50以上［道府県 1万人、市 1千人、町
村100人が上限］、長に修正権。）。のちに衆議院において上
限の規定を撤廃。

1947（昭和22）年

地方自治法制定。直接請求制度の 1つとして条例制定・改
廃請求の規定（「総数の50分の 1以上の者の連署」、署名収
集期間「都道府県 2箇月以内、市町村 1箇月以内（政令事
項）」、長の修正権は採用せず。意見提出権のみ。）

1948（昭和23）年
地方自治法の一部改正（「地方税、分担金、使用料及び手数
料の賦課徴収に関するもの」を請求の対象外に）。

1950（昭和25）年
地方自治法の一部改正（署名の審査、効力の決定、署名簿の
縦覧、争訟手続き、無効の署名、関係人の出頭証言、署名に
関する罰則等を規定する法第74条の 2から 4までを加える。）。

1963（昭和38）年
地方自治法の一部改正（「地方税、分担金、使用料及び手数
料の賦課徴収」の文言を「地方税の賦課徴収並びに分担金、
使用料及び手数料の徴収」に変更。

1969（昭和44）年
地方自治法の一部改正（国政選挙、地方選挙を問わず選挙が行
われるときの署名活動を禁止する規定の付加（第74条第6項）。

1994（平成 6）年
地方自治法の一部改正（身体の故障又は文盲により署名す
ることができない者に係る代筆署名の規定が設ける［第74
条第 7項及び第 8項］）。

2002（平成14）年
地方自治法の一部改正（議会において直接請求による条例
案の審議を行うにあたり、請求代表者に意見陳述の機会を
与える規定を設ける［第74条第 4項］）。

2011（平成23）年
地方自治法の一部改正（請求代表者の資格制限規定［現行
法第74条第 6項］及び地位を利用して署名運動をした公務
員等に対する罰則規定の創設［第74条の 4第 5項］）。

2013（平成25）年
地方自治法施行令等の一部を改正（請求者の署名収集委任
届出書提出の廃止、指定都市における署名収集期間等の延
長［政令事項］）。

（出典）　 総務省地方行財政検討会議第一分科会第 7回資料 2（http://www.soumu.
go.jp/main_content/000087295.pdf）の記述を基に、加筆修正の上筆者が作成。

一
四
九
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〇
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年
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）

（
二
三
二
）

県
一
万
人
、
市
一
千
人
、
町
村
一
〇
〇
人
）
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
除
き
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
法
制
化
さ
れ
、
現
行
制
度
に
連
な
っ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
請
求
の
最
終
的
な
決
定
権
は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
最
初
か
ら
不
完
全
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
制
度

と
し
て
出
発
を
み
た
。

2
．2　

制
度
導
入
の
経
緯

先
に
見
た
三
つ
の
制
度
導
入
の
理
由
は
、
今
日
ま
で
の
い
わ
ば
政
府
の
公
式
見
解
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
政
府
の
本

音
に
踏
み
込
ん
だ
そ
の
真
実
は
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
、
直
接
請
求
の
中
で
も
性
格
を
異
に
す
る
条

例
制
定
・
改
廃
請
求
が
ど
う
い
う
経
緯
で
（
誰
が
？
ど
の
よ
う
に
？
）
制
度
化
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
な
お
興
味
が
尽
き
な
い
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
内
務
省
独
自
の
発
案
で
あ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
（
5
）

。
そ
の
根
拠
と
し
て
度
々
引
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
当
時
内
務
官
僚
と
し
て
自
ら
作
成
に
関
わ
っ
た
鈴
木
俊
一
の
証
言

で
あ
る
（
6
）

。

鈴
木
の
回
顧
録
を
見
る
限
り
、
確
か
に
内
務
省
が
独
自
に
発
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
腑
に

落
ち
な
い
の
は
、
や
は
り
戦
前
の
内
務
官
僚
が
そ
こ
ま
で
開
明
的
（
＝
民
主
主
義
的
）
な
制
度
を
積
極
的
に
導
入
す
る
確
た
る
理
由
が
い

ま
一
つ
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
内
務
省
の
独
自
案
に
せ
よ
（
積
極
的
に
で
は
な
く
）
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
は
別
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
（
＝
本
当
の
理
由
）
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
例
え
ば
松
野
光
伸
に
よ
る
次
の
よ
う
な
記
述
を
目
に
す

る
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
的
外
れ
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
…
（
中
略
）
…
知
事
の
直
接
公
選
制
が
新
憲
法
草
案
に
明
記
さ
れ
、
そ
の
実
施
が
不
可
避
と
な
っ
た
段
階
で
、
内
務
省
は
従
来
か
ら

一
五
〇
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求
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度
（
賀
来
）

（
二
三
三
）

の
主
張
で
あ
る
知
事
の
間
接
選
挙
制
の
採
用
を
断
念
し
、
知
事
直
接
公
選
制
の
枠
組
の
中
で
従
来
の
知
事
権
限
を
維
持
す
る
方
向
へ
と
対

応
の
転
換
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
方
向
を
保
障
す
る
も
の
と
内
務
省
が
考
え
た
の
が
、
公
選
知
事
の
身
分
を
官
吏
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
明
治
憲
法
が
適
用
さ
れ
る
間
に
地
方
制
度
を
改
正
し
て
公
選
知
事
＝
官
吏
と
い
う
既
定
事
実
を
作
り
上
げ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
そ
う
し
て
お
け
ば
、
状
況
に
よ
っ
て
は
新
憲
法
制
定
後
も
公
選
知
事
＝
官
吏
と
い
う
規
定
が
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
判
断

か
ら
、
内
務
省
は
、
新
憲
法
の
趣
旨
を
具
体
化
す
る
内
容
で
の
改
正
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
第
一
次
地
方
制
度
改
正
を
新
憲
法
制
定
前
に

急
い
で
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。」（
波
線
は
筆
者
に
よ
る
）

第
一
次
地
方
制
度
改
正
が
行
わ
れ
る
過
程
で
、
内
務
省
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
度
重
な
る
折
衝
を
行
っ
て
い
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の

過
程
で
内
務
省
が
温
存
し
た
い
旧
来
制
度
（
特
に
知
事
の
身
分
を
「
官
吏
」
と
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
）
と
民
主
的
制
度
の

採
用
を
相
手
の
顔
色
を
窺
い
な
が
ら
塩
梅
し
て
い
た
と
す
る
の
は
、
こ
の
松
野
の
記
述
か
ら
も
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
（
8
）

。
つ
ま
り
地
方
制
度

改
革
に
お
い
て
内
務
省
は
「
知
事
＝
官
吏
」
を
温
存
す
る
た
め
に
も
、
新
憲
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
民
主
主
義
的
制
度
を
採
用
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
言
わ
ば
「
出
し
・

・

（
＝
取
引
の
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
民
主
的
材
料
の
一
つ
）」
と
し
て
他
の
直
接
請
求
制
度
と
併
せ
条
例
制
定
・
改
廃

は
採
用
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
知
事
の
直
接
公
選
制
に
加
え
、
そ
の
「
官
吏
」
と
し
て
の

身
分
を
も
外
さ
ざ
る
を
得
ず
内
務
省
の
目
論
見
は
悉
く
潰
え
、
直
接
請
求
制
度
の
方
は
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
。
推
測
の

域
に
止
ま
る
も
の
だ
が
、
今
後
な
お
真
相
の
解
明
が
待
た
れ
る
課
題
と
言
え
よ
う
。

2
．3　

地
方
自
治
法
の
制
定

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
直
接
請
求
制
度
の
一
つ
と
し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
規
定
さ
れ
た
。
こ

一
五
一
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（
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三
四
）

こ
で
は
既
に
有
権
者
の
「
総
数
の
五
〇
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
」、
署
名
収
集
の
期
間
と
し
て
「
都
道
府
県
二
箇
月
以
内
、
市
町
村
一

箇
月
以
内
（
政
令
事
項
）」
と
現
行
制
度
と
同
様
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
は
、
現
行
制
度
の
主
要
な
欠
陥
の
一
つ
と
さ
れ
る
地
方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
地
方
税
、
分
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
も
の
」
を
請
求
対
象
か
ら
除
外
し
た
点
で
あ
る
。
以
来
こ
の
点
は
、

住
民
の
請
求
対
象
の
範
囲
を
狭
め
る
も
の
と
し
て
度
々
批
判
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
9
）

。

こ
れ
以
後
も
数
次
に
亘
る
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
幾
つ
か
の
点
で
制
度
内
容
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
目

立
っ
た
点
は
少
な
い
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
に
指
定
都
市
が
漸
く
都
道
府
県
並
み
に
署
名
収
集
期
間
を
延

長
さ
れ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。

全
般
的
に
見
渡
す
な
ら
ば
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
の
「
地
方
税
等
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
項
」
を
請
求
対
象
か
ら
外
し
た
こ

と
を
除
け
ば
、
十
分
と
は
言
え
な
い
も
の
の
（
10
）

概
ね
直
接
請
求
を
行
う
住
民
の
側
に
立
っ
た
制
度
変
更
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
（
11
）

。

3
．
制
度
改
革
の
必
要
性
│
「
行
く
末
」
に
残
さ
れ
た
課
題

3
．1　

住
民
投
票
の
必
要
性

現
行
制
度
の
最
も
大
き
な
欠
陥
と
し
て
こ
れ
ま
で
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
点
は
、
請
求
し
た
住
民
の
側
に
最
終
的
な
決
定
権
が
付
与

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
日
ま
で
こ
の
直
接
請
求
権
は
あ
く
ま
で
も
「『
審
議
請
願
権
』
に
毛
の
は
え
た
よ
う

な
も
の
」（
沢
井
勝
（
12
）

）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
制
度
発
足
当
初
に
は
、「
民
主
主
義
の
発
展
段
階
に
対
す
る
考
慮
」（
田
中
二
郎
（
13
）

）
と
い
っ
た
説

一
五
二



条
例
の
制
定
又
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改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
三
五
）

明
も
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
後
七
〇
年
の
現
在
と
な
っ
て
は
少
な
く
と
も
そ
の
点
を
憂
う
る
状
況
に
は
な

い
。
言
う
ま
で
も
な
く
憲
法
改
正
の
よ
う
な
極
め
て
高
度
な
政
治
問
題
で
す
ら
最
終
的
に
は
国
民
投
票
で
決
す
る
の
で
あ
っ
て
、
依
然
と

し
て
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
が
最
終
的
な
決
定
を
議
会
に
委
ね
て
い
る
こ
と
に
明
確
な
根
拠
は
見
い
だ
せ
な
い
。
従
っ
て
、「
地
方
税
等

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
項
」
を
改
め
て
請
求
対
象
に
含
め
る
こ
と
と
共
に
、
こ
の
住
民
が
最
終
的
な
決
定
を
行
え
る
形
に
現
行
制
度
を

改
め
て
い
く
こ
と
は
、
今
日
地
方
自
治
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
筆
者
は
捉
え
て
い
る
。

住
民
に
法
的
拘
束
力
を
伴
っ
た
最
終
的
な
決
定
権
を
委
ね
る
「
場
」
と
は
、
具
体
的
に
は
住
民
投
票
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な

形
に
制
度
を
改
革
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
内
容
、
署
名
要
件
、
加
え
て
住
民
投
票
に
付
し
た
際
の
可
否
の
判
断
（
＝
投
票
率
や

可
決
率
の
取
り
扱
い
な
ど
）
な
ど
検
討
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
（
14
）

。
そ
の
い
ず
れ
も
が
論
争
的
な
課
題
を
含
ん
で
お
り
、
そ
も
そ
も
制
度
設

計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
住
民
投
票
を
課
す
の
か
（
＝
議
会
の
関
わ
り
方
を
ど
う
す
る
か
）、
ま
た
ど
の
段
階
で
課
す
の

か
な
ど
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
も
多
い
。
本
稿
で
は
、
多
方
面
に
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る

こ
と
を
了
解
し
た
上
で
、
ひ
と
ま
ず
議
論
の
叩
き
台
と
し
て
、
実
現
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
住
民
投
票
を
採
用
し
た
条
例
制
定
・
改
廃

請
求
の
制
度
設
計
を
試
み
て
お
き
た
い
（
15
）

。

実
際
に
首
長
や
議
会
に
比
較
的
抵
抗
感
が
少
な
く
受
け
入
れ
可
能
な
選
択
肢
と
な
る
と
、
恐
ら
く
現
行
制
度
の
延
長
上
に
住
民
投
票
を

課
す
と
い
っ
た
漸
進
的
な
制
度
設
計
が
最
も
現
実
的
か
つ
ベ
タ
ー
な
方
法
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
そ
れ
で
も
な
お
現
状
そ
の
実
現
の

ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
）。
因
み
に
現
行
法
で
最
終
的
な
意
思
決
定
に
法
的
拘
束
力
を
有
し
た
住
民
投
票
を
課

し
て
い
る
諸
制
度
に
は
以
下
が
あ
る
（
表
2
）。

一
五
三
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表
2
　
法
律
等
を
根
拠
に
持
つ
住
民
投
票

実
施
事
項

根
拠
条
文

概
要

投
票
権
者

議
会
の
解
散

地
方
自
治
法
第
76
～

79条

有
権
者
の
総
数
の
3
分
の
1
以
上
（
基
本
形
）
の
連
署
に
よ

る
議
員
・
長
の
解
職
の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
、
住
民
投
票
を

実
施
（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
解
散
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

議
員
・
長
の
解
職
請
求

地
方
自
治
法
第
80
～

85条
他

有
権
者
の
総
数
の
3
分
の
1
以
上
（
基
本
形
）
の
連
署
に
よ

る
議
会
の
解
散
の
請
求
が
あ
っ
た
際
に
、
住
民
投
票
を
実
施

（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解

職
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

一
つ
の
地
方
公
共
団
体
の

み
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法

に
関
す
る
住
民
投
票

日
本
国
憲
法
第
95条
、

地
方
自
治
法
第
261条

、
第
262条

憲
法
第
95条
に
基
づ
き
「
一
の
地
方
公
共
団
体
の
み
に
適
用

さ
れ
る
特
別
法
」
の
制
定
に
当
た
っ
て
、
住
民
投
票
を
実
施

（
法
律
の
制
定
に
は
過
半
数
の
同
意
が
必
要
）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

市
町
村
合
併
に
係
る
法
定

合
併
協
議
会
設
置
の
請
求

に
関
す
る
住
民
投
票

市
町
村
合
併
特
例
法
第

4
条
、
第
5
条

直
接
請
求
で
付
さ
れ
た
合
併
協
議
会
の
設
置
に
係
る
議
案
が

議
会
で
否
決
さ
れ
た
場
合
に
、
長
に
よ
る
住
民
投
票
に
付
す

る
旨
の
請
求
又
は
有
権
者
の
6
分
の
1
以
上
の
直
接
請
求
に

よ
り
、
住
民
投
票
を
実
施
（
投
票
で
有
効
投
票
総
数
の
過
半

数
の
同
意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
会
が
可
決
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。）。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

憲
法
改
正
に
係
る
国
民
投
票

憲
法
第
96条
、
憲
法
改

正
国
民
投
票
法

憲
法
第
96条
に
基
づ
き
「
各
議
員
の
総
議
員
の
3
分
の
2
以

上
の
賛
成
で
国
会
が
発
議
」
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
国
民
投
票

を
実
施
（
投
票
で
過
半
数
の
同
意
が
必
要
）。

満
18歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平
成
30年

6
月
21日

以
後
。

そ
れ
ま
で
は
、
投
票
権
者
の
年
齢
は
20歳
以
上
。）

特
別
区
の
設
置
に
係
る
住

民
投
票

大
都
市
地
域
特
別
区
設

置
法
第
7
条
、
第
8
条

指
定
都
市
と
隣
接
自
治
体
の
人
口
の
合
計
が
200万

人
以
上

の
地
域
に
お
い
て
市
町
村
を
廃
止
し
、
特
別
区
を
設
置
す
る

場
合
に
住
民
投
票
を
実
施
。
投
票
率
に
関
わ
ら
ず
過
半
数
の

賛
成
で
市
町
村
は
廃
止
さ
れ
、
特
別
区
が
設
置
で
き
る
。

満
20歳
以
上
の
者
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者

（
出
典
）　
 総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
第
7
回
資
料
3
－
1
、
3
－
2
（
http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087296.pdf及

び
http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/m

ain_content/000087297.pdf）
を
基
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
の
上
筆
者
が
作
成
。
な
お
、
2015（

平
成
27）

年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
今
後
投

票
権
者
の
年
齢
が
18歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

一
五
四



条
例
の
制
定
又
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改
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直
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制
度
（
賀
来
）

（
二
三
七
）

3
．2　
「
市
町
村
合
併
に
係
る
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求
に
関
す
る
住
民
投
票
」
の
仕
組
み
と
課
題

こ
れ
ら
の
う
ち
「
市
町
村
合
併
に
係
る
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
請
求
に
関
す
る
住
民
投
票
」
は
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
と
制
度
的
に

似
た
点
も
あ
り
、
今
回
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
制
度
は
国
が
平
成
の
大
合
併

を
推
進
す
る
過
程
で
導
入
し
た
も
の
で
、
一・

応・

住
民
自
治
の
制
度
と
は
い
え
国
の
企
図
す
る
合
併
促
進
の
た
め
だ
け
に
設
計
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
（
16
）

。
故
に
筆
者
を
含
め
予
て
よ
り
安
易
な
市
町
村
合
併
を
憂
慮
す
る
者
か
ら
は
、
極
め
て
不
評
を
買
っ
た
制
度
で
は
あ
る
。
し
か

し
、
導
入
の
背
景
は
ど
う
あ
れ
制
度
の
仕
組
み
を
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
制
度
改
革
に
示
唆
を
与
え
る

点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
市
町
村
合
併
特
例
法
第
四
条
に
規
定
す
る
「
合
併
協
議
会
の
設
置
に
係
る
住
民
投
票
」
の
仕

組
み
を
概
略
的
に
紹
介
し
、
そ
の
課
題
は
ど
こ
に
あ
り
、
ま
た
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く
べ
き
か
若

干
の
検
討
を
行
う
（
17
）

。（
図
1
）。

3
．2
．1　

制
度
の
仕
組
み

制
度
の
仕
組
み
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
住
民
は
、
有
権
者
総
数
の
一
／
五
〇
以
上
の
連
署
を
も
っ
て
合
併
請
求
市
町
村
の
長
に
対

し
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
す
る
。
次
に
合
併
請
求
市
町
村
の
長
か
ら
合
併
対
象
市
町
村
の
長
に
、
合
併
協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い

て
議
会
に
付
議
す
る
か
否
か
の
意
見
を
求
め
る
。
合
併
対
象
市
町
村
全
て
の
長
か
ら
議
会
に
付
議
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
場
合
に
は
、
合

併
請
求
市
町
村
、
合
併
対
象
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
合
併
協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い
て
議
会
に
付
議
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
合
併

請
求
市
町
村
の
議
会
で
否
決
し
、
か
つ
合
併
対
象
市
町
村
の
議
会
全
て
で
可
決
し
、
合
併
請
求
市
町
村
の
長
か
ら
の
住
民
投
票
の
請
求
が

な
か
っ
た
と
き
は
、
有
権
者
総
数
の
一
／
六
以
上
の
連
署
を
も
っ
て
そ
の
請
求
が
で
き
、
合
併
請
求
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
合
併

一
五
五
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協
議
会
設
置
協
議
に
つ
い
て
住
民
投
票

を
実
施
す
る
。

最
終
的
に
合
併
請
求
市
町
村
に
お
け

る
住
民
投
票
で
有
効
投
票
総
数
の
過
半

数
の
賛
成
が
あ
っ
た
時
に
は
、
当
該
市

町
村
の
議
会
が
可
決
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
、
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
。

以
上
が
第
四
条
に
よ
る
制
度
の
概
略

で
あ
る
が
、
最
初
の
請
求
の
署
名
要
件

を
有
権
者
総
数
の
一
／
五
〇
以
上
と
し

て
い
る
点
は
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
に
、

ま
た
最
終
的
に
住
民
投
票
で
有
効
投
票

総
数
の
過
半
数
以
上
を
合
併
協
議
会
設

置
の
可
決
要
件
に
し
て
い
る
点
は
解

職
・
解
散
の
請
求
に
そ
れ
ぞ
れ
倣
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
制
度
は
あ
く

ま
で
も
住
民
に
合
併
協
議
会
の
設
置
を

図 1　合併協議会の設置に係る住民投票

（出典）　 総務省地方行財政検討会議第一分科会第 7回資料 3－ 2（http://www.

soumu.go.jp/main_content/000087297.pdf）。

Ａ市
合併請求市町村

Ｂ町
合併対象市町村

Ｃ村
合併対象市町村

有権者の1/50以
上の署名で直接
請求

有権者の1/6
以上の署名
で直接請求

付議するかどう
か意見照会

長による投票に
付する旨の請求

議会で否決 議会で可決

住民投票実施

あり なし

手続終了

↓

【市町村合併特例法第４条の場合】

議会で可決

付議する旨回答
付議する旨回答

※ＢＣが付議しない旨の回答をした場合
※ＢＣで議会が否決した場合

一
五
六
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認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
合
併
そ
の
も
の
の
可
否
に
関
わ
る
手
段
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
合
併
反
対
の
住
民
に
は
議
会
の
合
併
決

定
に
対
し
て
対
抗
す
る
手
段
は
全
く
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
こ
れ
は
、
一
方
的
に
合
併
促
進
の
手
段
と
し
て
住
民
参

加
の
道
を
拓
く
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
公
平
性
を
欠
い
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

3
．2
．2　

住
民
投
票
の
際
の
署
名
要
件
設
定
の
経
緯

こ
の
制
度
は
、
議
会
の
否
決
後
に
住
民
投
票
の
道
を
拓
く
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
改
め
て
一
／
六
以
上

の
厳
し
い
署
名
要
件
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
（
実
施
の
）
成
立
を
抑
制
す
る
こ
と
で
議
会
や
長
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
る
意
図
が
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
合
併
協
議
会
設
置
の
住
民
投
票
は
、
制
度
化
の
過
程
で
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
い
て
こ
の
署
名
要
件
を
設
定
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
署
名
要
件
の
設
定
に
関
し
て
も

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
か
ら
筆
者
は
そ
の
導
入
の
経
緯
を
広
く
あ
た
っ
て
み
た
が
、
現
在
ま
で
そ
の
明
確
な
理
由
を

探
し
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
以
下
の
資
料
に
若
干
の
手
掛
か
り
（
め
い
た
も
の
）
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一

つ
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
の
第
一
五
一
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
審
議
で
、
島
聡
民
主
党
議
員
（
当
時
）
と
遠
藤
和
良
総
務
副
大
臣

（
当
時
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
次
の
や
り
と
り
で
あ
る
（
18
）

。

島
分
科
員　

…
こ
れ
か
ら
先
は
新
聞
報
道
で
す
の
で
確
か
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、　

今
住
民
発
議
の
話
を
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
新
聞
報
道
で
私
が
知
っ
た
限
り
で
は
、
住
民
発
議
が
あ
る
、
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
議
会
の
一
種
の

一
五
七
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拒
否
権
が
発
動
さ
れ
た
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
住
民
投
票
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
直
接
請
求
の
制
度
も
つ
く
ろ
う

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
る
。
そ
の
署
名
数
が
新
聞
報
道
で
は
六
分
の
一
と
出
て
い
ま
す
。
こ
の
六
分
の
一
の
根
拠
、
直
接
請
求
で

す
か
ら
、
五
十
分
の
一
と
い
う
条
例
の
制
定
請
求
、
解
散
、
解
職
請
求
の
三
分
の
一
と
、
そ
の
真
ん
中
辺
に
落
と
す
と
い
う
わ
け
は
何

と
な
く
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
六
分
の
一
、
一
六
・
七
％
と
い
う
の
は
結
構
大
変
な
数
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
住
民
発
議
は
八
十
八
件
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
一
六
・
七
％
を
超
え
て
い
る
の
は
約
二
十
件
、
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
あ
り
ま
す
。
か
な
り
こ
れ
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

現
在
の
い
わ
ゆ
る
住
民
の
直
接
請
求
の
制
度
、
昭
和
二
十
一
年
に
地
方
制
度
改
正
が
あ
っ
て
、
第
一
次
改
正
で
も
う
直
接
請
求
と
い

う
の
が
出
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
六
分
の
一
と
い
う
の
は
今
ま
で
一
度
も
出
た
数
字
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
衆
議
院
の
審
議
で
、
条

例
、
規
則
制
定
の
直
接
請
求
自
体
は
、
そ
の
前
は
一
定
数
以
上
の
連
署
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
五
十
分
の
一
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
と
き
に
、
さ
す
が
に
五
十
分
の
一
で
は
煩
瑣
に
た
え
な
い
か
ら
十
分
の
一
ぐ
ら
い
で
差
し
支
え
な
い
と
思
う
と
い
う
衆
議

院
の
審
議
が
あ
る
の
で
す
。

今
ま
で
六
分
の
一
と
い
う
数
字
は
余
り
な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
も
し
議
論
を
さ
れ
る
な
ら
十
分
の
一
ぐ
ら
い
の
方
が
私
は
い
い
と
思

う
ん
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
…

遠
藤
副
大
臣　

…
確
か
に
十
分
の
一
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。
た
だ
、
法
律
に
い
た
し
ま
す
と
き
に
は
、
全

国
の
地
方
団
体
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
法
律
を
つ
く
る
よ
う
に
と
い
う
定
め
が
ご
ざ
い
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
全
国
の
町

一
五
八
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村
会
の
皆
さ
ん
、
町
村
議
会
の
議
長
会
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
賜
り
ま
し
て
、
十
分
の
一
か
ら
六
分
の
一
に
変
更
い
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
一
回
、
住
民
発
議
で
行
い
ま
し
た
こ
の
合
併
協
議
会
の
設
置
を
議
会
が
否
決
し
た
場
合
に
、
も
う
一
回
、
六
分
の
一
以
上
の

皆
さ
ん
が
賛
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
議
会
が
否
決
し
た
も
の
を
設
置
さ
せ
る
、
こ
う
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
新
し
い
道
を
開
く
と
い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
今
は
そ
う
い
う
制
度
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

な
い
も
の
を
つ
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
六
分
の
一
で
制
度
を
つ
く
り
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
一
つ
の
資
料
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
二
月
に
全
国
町
村
会
が
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
あ
た
り
総
務
省
に
行
っ
た
住

民
投
票
制
度
導
入
に
対
す
る
申
し
入
れ
で
あ
る
（
19
）

。
そ
こ
で
は
総
務
省
の
説
明
に
あ
っ
た
一
／
一
〇
以
上
の
署
名
に
よ
る
住
民
投
票
の
実
施

案
を
引
き
上
げ
、
一
／
六
〜
一
／
五
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

さ
て
こ
の
二
つ
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
島
議
員
の
発
言
に
従
え
ば
、
一
／
六
と
い
う
署
名
要
件
は
一
／
五
〇
の
条
例
制
定
・
改
廃
請

求
と
一
／
三
の
解
職
・
解
散
請
求
の
真
ん
中
辺
り
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
遠
藤
副
大
臣
は
こ
の
発
言
の
内
容
を

特
段
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
続
く
島
議
員
の
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
ぐ
ら
い
に
す
べ
き
で
は
と
い
う
質
問
の
答
弁
と
し
て
、
町
村
会
の
意

見
を
受
け
て
一
／
六
に
変
更
し
た
い
と
発
言
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
総
務
省
側
は
当
初
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
と
し
て
制
度
化
を
進
め
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
こ

と
を
要
求
す
る
町
村
会
の
要
求
を
の
み
、
結
局
申
し
入
れ
通
り
一
／
六
に
署
名
要
件
は
収
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
方
設
定
の
理
由
は
、

こ
の
あ
た
り
が
事
の
真
相
な
の
だ
ろ
う
。

一
五
九
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制
度
の
あ
ら
ゆ
る
設
定
要
件
に
関
し
て
、
住
民
の
直
接
請
求
に
否
定
的
な
団
体
と
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
場
合

に
お
い
て
も
同
様
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

3
．2
．3　

厳
格
な
署
名
要
件
の
問
題
性

い
ず
れ
に
し
て
も
現
行
の
厳
格
な
署
名
要
件
は
、
か
な
り
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
住
民
は
制
度
の
出
発
点
で
ま
ず
一
／

五
〇
以
上
の
署
名
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
住
民
投
票
の
実
施
で
も
改
め
て
そ
れ
も
一
／
六
以
上
と
い
う
厳
し
い
署
名
を
求
め
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
。
そ
れ
は
署
名
要
件
そ
の
も
の
に
も
言
え
る
し
、
ま
た
署
名
す
る
側
そ
し
て
収
集
す
る
側

の
コ
ス
ト
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
他
の
方
法

を
検
討
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
出
発
点
の
署
名
要
件
を
あ
る
程
度
高
め
に
設
定
し
、
議
会
が
否
決
し
た
ら
そ
の
ま
ま
住
民
投

票
を
実
施
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
二
度
目
の
署
名
要
件
を
一
／
一
〇
な
ど
低
め
に
抑
え
る
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
考
え
ら
れ
う
る
。
合
併

協
議
会
の
設
置
と
い
う
限
定
さ
れ
た
単
一
の
課
題
と
は
性
格
が
異
な
り
一
概
に
は
比
較
し
に
く
い
が
、
少
な
く
と
も
検
討
に
値
す
る
点
で

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

4
．
終
わ
り
に

条
例
制
定
・
改
廃
請
求
に
ま
つ
わ
る
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
試
み
て
き
た
。
結
局
い
ず
れ
も
解
明
に
ま
で
は
至
ら
ず

課
題
は
課
題
と
し
て
依
然
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
さ
れ
る
べ
き
重
要
性
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
問
題
を
提
起
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

条
例
制
定
・
改
廃
請
求
は
、
住
民
の
政
策
立
案
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
実
に
魅
力
的
な
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
発
足
以
来
、

一
六
〇
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不
完
全
な
制
度
を
強
い
ら
れ
た
ま
ま
今
日
ま
で
至
っ
て
き
た
。
よ
り
よ
い
制
度
に
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
以
て
不
完
全
な
制
度

た
ら
し
め
て
き
た
個
々
の
要
因
の
検
討
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
一
人
で
も
多
く
の
研
究
者
が
、
積
極
的
に
未
解
決
の
諸
課
題
に
対
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
。
筆
者
も
ま
た
そ
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
く
こ
と
で
、
わ
が
国
の
住
民
参
加
の
道
を
切
り
拓
く
契

機
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
1
） 

一
般
に
請
願
は
、
住
民
の
要
望
を
議
会
が
聞
き
お
く

・

・

・

・

形
式
的
側
面
が
強
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
例
え

ば
、
静
岡
市
の
一
中
学
生
が
請
願
に
よ
り
路
上
で
の
喫
煙
を
な
く
す
た
め
の
条
例
制
定
を
求
め
た
事
例
で
は
、
請
願
は
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
歩
き
た
ば
こ
禁
止
条
例
（
＝
「
静
岡
市
路
上
喫
煙
に
よ
る
被
害
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
二
〇
〇
六
年
）」
の
制
定
に

結
実
し
た
。
こ
の
事
例
な
ど
は
、
条
例
案
の
作
成
に
ま
で
至
ら
ず
と
も
住
民
に
よ
る
政
策
立
案
と
見
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
他
法
的
根
拠

を
持
た
な
い
同
様
の
制
度
と
し
て
の
陳
情
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
双
方
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
金
井
利
之
「
第
一
章
直
接
請
求
制

度
」『
市
区
町
村
に
お
け
る
住
民
参
加
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
』、
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
、
二
〇
一
三
年
、
八
〇
│
八
三
頁
。

（
2
） 

そ
の
三
篇
の
論
稿
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
賀
来
健
輔
「
近
時
の
条
例
の
制
定
・
改
廃
の
直
接
請
求
に
関
す
る
通
時
的
考
察
│
一
九
九
九

〜
二
〇
〇
九
│
」『
地
方
自
治
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
同
「
近
時
の
住
民
投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
に
関
す
る
一
考
察
」『
地

方
自
治
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
同
「
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
に
関
す
る
課
題
と
一
考
察
│
制
度
の
積
極
的
活
用
の

観
点
か
ら
│
」『
地
方
自
治
研
究
』
第
二
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
） 

制
度
変
遷
に
関
す
る
事
項
は
、
総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
第
七
回
『
資
料
二 

条
例
制
定
・
改
廃
に
関
す
る
直
接
請
求
制
度

に
つ
い
て
』（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087295.pdf

）
を
元
に
ま
と
め
た
。
併
せ
て
、
自
治
大
学
校
『
戦
後
自
治
史
Ⅱ
（
昭

和
二
十
一
年
の
地
方
制
度
の
改
正
）』
自
治
大
学
校
、
一
九
六
一
年
、
小
西
敦
『
地
方
自
治
法
改
正
史
』
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
、
松
本
英
昭
『
逐

一
六
一
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条
地
方
自
治
法
第
六
次
改
訂
版
』
学
陽
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
松
藤
保
孝
「
第
五
期
戦
後
地
方
自
治
制
度
の
創
設
期
（
一
九
四
六
│
一
九
五
一
年
）」

『
我
が
国
の
地
方
自
治
の
成
立
・
発
展
』
自
治
体
国
際
化
協
会
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
比
較
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
（http://

w
w
w
3.grips.ac.jp/̃coslog/activity/01/05/fi le/S

eiritsu-5_jp.pdf

）
な
ど
も
参
照
し
た
。

（
4
） 
三
つ
の
理
由
の
記
述
は
前
出
の
総
務
省
の
資
料
に
従
う
も
の
だ
が
、
同
じ
記
述
は
内
務
省
『
改
正
地
方
制
度
資
料
第
一
部
』、
昭
和
二
二
年

一
〇
月
、
所
収
の
「
地
方
制
度
改
正
関
係
答
弁
資
料
」（
一
二
〇
〇
│
一
二
〇
一
頁
）
で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
内
務
省
当
局
者
に
よ

る
解
説
と
し
て
、
自
治
研
究
会
『
新
地
方
制
度
の
解
説
』
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
四
六
年
、
九
〇
頁
。

（
5
） 

例
え
ば
、
水
飼
幸
之
助
「
終
戦
直
後
の
第
一
次
地
方
制
度
改
革
│
改
正
法
律
の
立
法
過
程
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
法
学
論
集
』
第
九
号
、

一
九
七
二
年
二
月
、
一
八
五
頁
、
松
野
光
伸
「
現
行
直
接
請
求
制
度
の
制
定
過
程
」『
島
大
法
学
』
第
二
四
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
八
一
年
、
九
二

│
九
三
頁
、
沢
井
勝
「
直
接
請
求
制
度
導
入
の
経
過
と
問
題
」『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
直
接
請
求
』
地
方
自
治
総
合
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
八
〇
│

八
三
頁
、
平
松
弘
光
「
分
権
時
代
の
自
治
体
法
務　

分
権
時
代
の
市
民
立
法
│
条
例
制
定
・
改
廃
の
直
接
請
求
│
」『
リ
ポ
ー
ト
二
一
』
二
〇
〇
一

年
度
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
│
一
八
頁
な
ど
。 

（
6
） 

鈴
木
俊
一
に
よ
る
第
一
次
地
方
制
度
改
革
、
直
接
請
求
制
度
の
導
入
に
関
す
る
回
顧
は
幾
つ
か
あ
る
。
内
政
史
研
究
会
『
鈴
木
俊
一
氏
談
話
速

記
録
』（
第
五
回
、
一
九
七
五
年
）
二
八
│
二
九
頁
。
鈴
木
俊
一
『
回
想
・
地
方
自
治
五
十
年
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
、
二
四
│
二
五
頁
な

ど
。

（
7
） 

こ
れ
は
松
野
光
伸
が
高
木
鉦
作
、
赤
木
須
留
喜
ら
の
知
見
を
踏
ま
え
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
文
で
は
彼
ら
を
出
典
と
し
て
挙
げ
て
い

る
箇
所
の
註
は
省
い
て
引
用
し
て
あ
る
。
松
野
光
伸
「
前
掲
論
文
」、
九
五
頁
。
な
お
高
木
、
赤
木
を
参
照
し
て
い
る
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
。

高
木
鉦
作
「
知
事
公
選
制
と
中
央
統
制
」
渓
内
謙
他
編
『
現
代
行
政
と
官
僚
制
（
下
）』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
二
六
五
│
二
七
〇
頁
、

赤
木
須
留
喜
『
行
政
責
任
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
五
四
│
五
七
頁
。

（
8
） 

松
野
以
前
に
も
水
飼
幸
之
助
が
、
次
の
よ
う
に
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。「
…
か
よ
う
な
過
程
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
一
次
地
方

制
度
改
革
案
は
、
も
と
も
と
、
明
治
憲
法
下
で
の
改
革
と
し
て
、
終
戦
後
の
事
態
に
つ
い
て
の
焦
眉
の
急
に
応
ず
る
と
い
う
態
度
を
打
ち
出
し
て
立

案
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
官
僚
制
的
中
央
集
権
体
制
を
新
憲
法
施
行
後
の
地
方
制
度
に
お
い
て
も
温
存
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
つ
く

一
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条
例
の
制
定
又
は
改
廃
の
直
接
請
求
制
度
（
賀
来
）

（
二
四
五
）

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。」
と
。
水
飼
幸
之
助
「
前
掲
論
文
」、
一
九
八
頁
。

（
9
） 

賀
来
健
輔
「
前
掲
論
文
」
第
二
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
三
│
五
頁
。

（
10
） 
賀
来
健
輔
「
前
掲
論
文
」
第
二
九
巻
第
二
号
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
不
十
分
な
諸
点
を
取
り
上
げ
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
） 
筆
者
は
公
務
員
に
関
す
る
罰
則
規
定
な
ど
は
住
民
の
側
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
制
約
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
点
を
重
視
し
て
全
く

逆
の
評
価
を
下
す
向
き
も
あ
る
。
金
井
利
之
「
前
掲
論
文
」、
九
〇
頁
。

（
12
） 

沢
井
勝
「
前
掲
論
文
」、
八
八
頁
。

（
13
） 

田
中
二
郎
「
地
方
自
治
法
に
現
わ
れ
た
代
表
的
民
主
主
義
と
直
接
的
民
主
主
義
」『
自
治
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一
九
四
九
年
、
二
〇
│

二
一
頁
。

（
14
） 

関
連
し
て
、
例
え
ば
自
治
体
の
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票
の
実
施
に
お
い
て
、
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
こ
れ
ら
の
点
で
あ
る
。
な
お
次

の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
有
益
で
あ
る
。
総
務
省
の
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
（
第
七
回
）
平
成
二
二
年
一
〇
月

二
九
日
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/kenkyu/chihou_zaisei/36622.htm

l

）。

（
15
） 

先
行
す
る
同
様
の
試
み
に
は
、
野
口
暢
子
「
補
論 

住
民
投
票
法
（
仮
称
）
参
考
案
の
検
討
と
残
さ
れ
た
課
題
」
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性

本
部
総
合
企
画
部
編
『
住
民
参
加
有
識
者
会
議
報
告
書 

住
民
投
票
制
度
化
へ
の
論
点
と
課
題
』、
二
〇
〇
二
年
、
四
一
│
四
六
頁
が
あ
る
。

（
16
） 

そ
の
問
題
点
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
本
多
滝
夫
「
住
民
参
加
と
市
町
村
合
併
」『
季
刊
自
治
と
分
権
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
年
、

五
二
│
六
一
頁
、
及
び
上
田
道
明
『
自
治
を
問
う
住
民
投
票
│
抵
抗
型
か
ら
自
治
型
の
運
動
へ
│
』
自
治
体
研
究
社
、
二
〇
〇
三
年
、
五
八
│
九
三

頁
を
参
照
。

（
17
） 

市
町
村
合
併
特
例
法
で
は
、
二
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
住
民
の
直
接
請
求
に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
を
可
能
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上

げ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
つ
「
一
の
合
併
関
係
市
町
村
（
合
併
請
求
市
町
村
）
へ
の
合
併
協
議
会
設
置
請
求
」（
第
四
条
）
で
あ
る
。
な
お
こ
の
第

四
条
の
要
約
は
、
総
務
省
地
方
行
財
政
検
討
会
議
第
一
分
科
会
資
料
三
│
二
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000087297.pdf

）
を

も
と
に
大
幅
に
加
筆
修
正
の
上
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
18
） 

第
一
五
一
国
会 

衆
議
院
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
第
一
号
（
平
成
一
三
年
三
月
一
日
（
木
曜
日
））
の
議
事
録
に
よ
る
（http://w

w
w
.

一
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
二
四
六
）

shugiin.go.jp/internet/itdb_kaigiroku.nsf/htm
l/kaigiroku/003215120010301001.htm

）。

（
19
） 

全
国
町
村
会
「
市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
つ
い
て
申
し
入
れ
」
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
二
月
二
〇
日
（http://w

w
w
.zck.or.jp/

activities/h130220/index.htm
l

）。

一
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